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9.  研究実績の概要 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

形状制御させた磁性半導体EuXナノ結晶は縮退した４fと５d軌道からなる伝導体との間の電子遷移に

より、大きな光磁気効果（ファラデー効果）を発現する。ここで、このEuXナノ結晶の会合体を形成

することにより、スピンやエキシトンなどの相互作用によって、その光磁気特性が変化することが期

待される。本研究では、形状制御されたEuSナノ結晶の溶液中における会合体形成およびその光磁気

特性評価を行った。 

まず、立方体型に形状制御された粒径14nmのEuSナノ結晶を作製し、アルコール溶液中に置ける会合

体形成を試みた。光散乱測定（DLS測定）の結果、溶媒となるアルコール分子の極性が高いものほど

、溶液中におけるEuSナノ結晶の会合体サイズが大きくなることが分かった（１−オクタノール：100nm

、１−ヘキサノール：500nm、１−ペンタノール：800nm）。さらに、合成時にEuS表面に存在するオレ

イルアミンがアルコール分子によって置換されていることが明らかとなった。 

次に、可視光領域において光散乱が起こらない１−オクタノール中のEuSナノ結晶会合体の磁気円二色

性スペクトル測定（MCD測定）を行ったところ、会合体を形成しないトルエン溶液中のEuSナノ結晶に

比べて、スペクトルが長波長シフトすることが分かった。 これは、会合体形成にともなうEuSナノ

結晶間の誘電率変化および励起し相互作用によって、４f−５d間のバンドギャップエネルギーが変化

したためと考えている。 

本検討により、EuSナノ結晶の自己会合体形成にともなう特異的な光磁気物性が明らかとなった。  
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13. 備考 

 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す 
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